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平 成20年9月tl¥/口

編 集 旭 川 医 科 大 学

発 行 教 務 部 学 生 支 援 課

(題字は初代学長 山田守英氏)
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早秋の大雪山連峰(上 富良野町) (写真撮影:学 生支援課)

卒業生の動向(医 学 科)

卒業生の動向(看 護学科)

授業評価の公表
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音楽の夕べ

体育大会が開催 されました

医大X2008が 開 催 され ま した

北海道地区人学体育 左会バスケヅトボール大会が

開催 されま した
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平成20年 度解剖体慰霊式

人学内の⊥足解禁について

教員の異動

医 大祭2〔〕08を終 えて
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平成20年3月25H(火)に 本学 を卒業 した学生の進路状況は次の とお りです。

なお、個 人情報保 護法関連法律等 の関係で氏 名は掲載 してお りません。
(学生支援課)

区 分 人 学 及 び 病 院 名 等

男

0

0

0

10

平 成19年 度

女

0

0

0

7

計

0

0

0

17

進 学

道 内

道 内 外 そ の 他

小 計

就 職

道 内

計

道 外

計

小 計

一

旭川医科大学病院
一一

北海道大学病院
一

2

2

1

±

0

3

3

3

33

旭川厚生病院
一

市立旭川病院

10その他

人学関係病院

ヒ記以外の病院等

3

-

23

『-

40

4

19 59

3 7

13 5 18

17

57

8 25

27

4

31

84

12

96

未 定 ・ そ の 他
一

8

65合 計

上記以外の病院名

道 内:札 幌徳州 会病院、札幌手稲渓仁会病院、勤医協中央病 院、道 北病 院、 市立札幌病院、 北海道 がんセ

ンター、札幌厚生病院、北海道礼会保険病院、帯広 厚生病 院、恵庭恵み野病院、函館 中央病 院、 名

寄 市 、1五総 合病 院、 斗南病 院、札幌社 会総 合病 院、社団法 人北 斗病院、遠 軽厚生病 院、市立函館病

院、市 、111釧路総 合病院、北 見赤1'字 病院

道 外:東 京大学病院、京都大学病院、 白治医科大学 、順 天堂 大学病 院、横浜市 立大学病院、 水戸 医療セ ン

ター、関西電力病院、淀川キ リス ト教病院、 名古 屋第二赤十字病 院、横浜市民病院、横浜栄共済病

院、愛知厚生連昭和病院、京都市立病院、広 島赤十字原爆病 院、藤沢湘 南台病院、長 岡中央綜 合病

院、尼lll奇医療生協病院、横浜医療セ ンター、東北厚 生年金病 院、新小倉病院、 市立甲府病院、沖縄

南部徳州 会病院
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平成20年3月25日(火)に 本学を卒業した学生の進路状況は次のとおりです。

なお、個人情報保護法関連法律等の関係で氏名は掲載しておりません。
(学生支援課)

区 分 大学 及 び病 院 名等
平 成19年 度

男 女 計

進 学

道 内 0 0 0

道 内外 そ の他 0 0 0

小 計 0 0 0

就 職

道 内

旭川医科大学病院 2 11 13

北海道大学病院 0 9 9

KKR札 幌医療センター 0 7 7

北海道社会保険病院 0 3 3

その他 2 23 25

計 4 53 57

道 外
大学関係病院 0 5 5

上記以外の病院等 0 4 4

計 0 9 9

小 計 4 62 66

未 定 ・ そ の 他 1 3 4

合 計 5 65 70

上 記以 外 の 病 院 名

道 内:旭 川赤十字病院、旭川圭泉会病院、札幌医科大学附属病院、札幌社会保険総合病院、北海道子 ども

総合医療療育センター、手稲渓仁会病院、NTT東 日本札幌病院、日鋼記念病院、医療法人渓仁会

西円山病院、勤医協中央病院、帯広厚生病院、倶知安厚生病院、札幌鉄道病院、深川市役所、中富

良野町役場、和寒町役場、東神楽町役場、十勝保健福祉事務所、新ひだか町役場、帯広市役所

道 外:東 海大学医学部附属病院、北里大学病院、島根大学附属病院、聖マリアンナ医科大学病院、埼玉医

科大学総合医療センター、けいゆう病院、岩手県立胆沢病院、横浜旭中央総合病院、茅ヶ崎市役所
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平成19年度後期 「講義に対する学生評価」における全教員の得点分布
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問5～17ま での各平均点 と最高 ・最低点

(合計87名 平 均値4.1)

2.52.62.72.82,93,03.13.23.33.43.53.63.73,83.94.04.14.24.34.44.54.64.7
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へ

講義に対する学生評価

あなた自身について

問1事 前に履修要項や教科書を読むなど予習をしましたか。

問2授 業に毎回出席 しましたか。

問3授 業中に授業内容を理解するための努力をしましたか。

問4授 業の復習 ・宿題を毎回しましたか。

講義計画
問5各 回の講義はよく準備がなされていましたか。

問6履 修要項は授業全体のポイン トを理解する上で適切でしたか。

教育意欲 ・態度
}一 一 一一

問7教 育に対する情熱 ・熱意が感じられましたか。

問8学 生に接する態度は授業担当者として適切でしたか。

講義技術 ・内容

問9明 瞭で聞きとりやすい話し方でしたか。

問10教 材(プ リント ・スライド・板書など)は 適切でしたか。

問11講 義において重要ポイン トを強調して くれましたか。

問12学 生の反応を確かめながら講義 していましたか。

問13豊 富な知識があ り、かつ説明が論理的でしたか。

問M授 業の難易度は適切でしたか。

問15各 回の講義内容は量的に適当でしたか。

問16今 後の学習意欲を増す内容でしたか。

総合評価 問17こ の授業は全体 として満足できるものでしたか。

⑤

④

③

②

①

強 くそう思う(非 常に良い)

やや思う(良 い)

どちらとも言えない(普 通)

あまりそう思わない(あ まり良くない)

全 くそう思わない(良 くない)

■■巳1繍1爆 謹闇■凹髄黙1糊 ■凹■■凹㎜1翻 ■■o■ 口㎜ 隙8口 ■■■㎜ ㎜■■■■■朧 瞠劇顧■鵬■騰 点旧鵬凹■

非常勤講師 黒 川 伸 一

科 目 名:法 学(医 学科 ・看護学科第1学 年後期/選 択)

日時:平 成20年1月30日(水)2講 目

履修老数:17配 布数:14回 収数:14回 収率:100.0%

*評 価結果(平 均)

問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17

4.7 4.4 4.7 4.7 4.7 4.7 4.6 4.2 4.7 4.8 4.8 4.7 4.9

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

非常勤講師 黒 川 伸 一

医学系の大学で法学の講義が高い評価を得たことに、大いに驚 くと同時に、率直にうれしく思っています。

マスコミなどの報道によれば、近年、医療現場でも、解決のために法律知識を必要 とする問題が多数発生し

ているといいます。このような社会的背景が法学に対するニーズを生み、講義に対する高評価につながった

と考えています。医学 ・看護学、法学、両者 ともに実践の学としての側面が大きいという点も、受講生が比

較的講義に入っていきやす く、かつ理解の手助けになったのかもしれません。もとより法学の知識を15回 の

講義で伝えることは難しく、できるだけ医療に関する法に限定 して講義 していますが、今後も抽象的な論議

に終始することなく、社会で役立つ実践的な講義内容で受講者のニーズに応えて行きたい と思います。

一5一
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英 語 内 藤 永

科 目 名:医 学 英 語1A(医 学 科 第1学 年通 年'必 修)

日時1平 成20年2月1日(金)5講 目

履 修 者数194配 布 数;771・1収 数:711・1収 率:92.2%

*言平で面糸占果(・ ド均)

隠 阻悪 懲 憎 漕醗 糊敷 脾ll
*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

英 語 内 藤 永

医学 英語 ⊥Aは 、lNYTimes健 康 欄の記事 を辞書 な しで30分 以内 に読 んで、 その内容 を 目本語で要約 す

る1と い う達成 目標 を設定 して います。情報の収集 ・整理 ・伝達能 力の育成 を念頭に置 き、長年 、同L目 標

を設定1.て い よずが、学生の気質 も随分 と変わ って きました。 その変 化に対応す るために、授 裳ス クイノレも

1earller-celltere{hlpproachと い う手法 を取 り入れ、学習名である学生 自身の意 見を随分 と参 彦に して ぎまし

た。学生のや る気が この授業の 質を高めて います。みな さんが この授業 を積極的に活躍 して、実 力向Lに 結

び')け て くれ るこ とを願 ってい ます。

纈鱒 撒門螂 澱臓心 輔闘脚 心凹" 燃口謙 騰■騨 騰闘

総r㍉ 参療 部 奥 村 利 勝

科 口 名:EBM・CPCコ ー ス(医 学 科 第34学 年 後 期/選 択 必 修)

日"寺:'Fblζ20イ ト1)jl7日(木)1講 目

履 仙箋者 数:西 己イ1∫委女:,1口 叫又委女:r

*評 価 結 果(平 均)

E
問5問6問7

4・64・6i
___二L二1-

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

総 台診療部 奥 村 利 勝

選 択必修の たy)、 今回は5人 のみの参加で したが、ア ンケー・トは全員100%の 回 収率て、少 人数なが ら全

員の意 見を反映 し 好評 が得 られたこ とを光栄に思い ます。 希望者 の 人数 に応 じて講義 実習の進め ノ∫を調

整 しますが、少 人数なほ ど内容 が濃 くなるこ とが この評価の一 閃 と考えます。 内容は、 これまで何年 も 日常

の臨 床 や研 究 の 教 育 ・指 導 を 行 って 来た 事の 延 長 を講 義室 で行 ・,ただ け です が、PCを 使 っ て実際 に

evidenceを 収 集 ずる、白分の考 えのプ レゼ ンテ・一ン ヨンするな どの コツに重点 をおき、臨床実習 研 修につ

なが るように工夫Lま した。学 牛諸君の 積極的 な参加があ って 初めて成立する講義 実習 であ り、参川 した

学生諸 君に感謝 し ます。



以下、上位20%内 の教員は次のとお りです。(*五 十音順)

所 属 名 教 員 名 科H名 日 時 学年 履儲数配付数回収数回収率(隔)

内 科 牽 講 座 一(病態代謝内科学分野)伊 藤 博 史 糖 尿 病 ・内 分 泌updateコ ー ス 平成20年2月1日(金) 慧 62 52 9 17.3

非 常 勤 講 師
『-7一

泌 尿 器 科 学 講 座

江 口 尚 文

奥 山 光 彦

経済学 平成20年1月23日(水) 選択 28 21 21 100.0
一一一

臓器別系別講義∬ 平成19年10月15日(月) 医3

医3

94

94

71

84

53

44

74.6
-

52.4泌 尿 器 科 学 講 座
一
柿 崎 秀 宏
一一一一

川 辺 淳 ・

臓器別系別講義皿

基礎医学∬

一一

平成19年10月12日(金)

内 科 学 講 座

(循環・呼吸・神経病態内科学分野)

一

平成19年10月19日(金) 医2

医1

医2

103

94

102

93

54

88

64 68.8

病理学講座(免疫病理分野) 小 林 博 也 生命科学W

一

平成19年12月10日(月)

」一一

40

一 一 一

74.1

泌 尿 器 科 学 講 座 佐 賀 祐 司 基礎医学1 平成19年10月15目(月) 5巨 65.9

生理学講座(神経機能分野) 高草木 薫 基礎医学1 平成19年12月12日(水)一一 一

平成19年11月30日(金)

医2

医3

102

94

102

56

80

65

51 91.1

皮 膚 科 学 講 座 高 橋 英 俊 臓器別系別講義W 35 43.8

内科学講座(循環 ・呼吸 ・
神経 病態 内科学分野) 長谷部 直 幸 基礎医学1

-一 　

平成19年11月28目(水)
一一一

平成19年10月2目(火)

-一

医2 57

山

87.7

内 科 学 講 座
(病態代謝 内科学分野) 羽 田 勝 計 臓器別系別講義H 医3 94 90 55 61.1

茸 鼻 咽 喉 科
頭 頸 部 外 科 学 講 庫 林 達 哉 臓器別系別講義W 平成19年12月19日(水) 医3

医3

94

94

75

89

38 50.7

耳 鼻 咽 喉 科 ・
頭 頸 部 外 科 学 講 座 原 渕 保 明 臓器別系別講義W

一

平成19年11月29日(木)
一

平成19年11月26日(月)

55 61.8

非 常 勤 講 師 松 田 剛 心理学 ∬ 看2 68
.ρ2

72

61 98.4
}一}}-

44.4歯科 口腔外科学講座 松 出 光 悦 臓器別系別講義V[ 平成19年12月6日(木) 医3 94 冨

■■口撒 撚凹■■■■燃 欝■■■■■㈹ 蝋■■口■■心 獣圏口■口臓心 心凹口■凹圏㎜ 魑臓闘■■■臓博臓,■ ■

科目全体の講義企画に対する学生評価

'

あなた自身について

問1事 前に履修要項や教科書を読むなど予習をしましたか。

問2授 業に毎回出席しましたか。

問3授 業中に授業内容を理解するための努力をしましたか。

問4授 業の復習 ・宿題を毎回しましたか。一一一

科目構成

一 胃 一.

問5科 目全体の履修 目的は、履修要項やガイダンスで明確に示 されましたか。

問6履 修主題間および教員間で、内容の過度な重複は避けられていましたか。

問7各 履修主題に割 り当てられた時間のバランスは適切でしたか。

問8各 担当教員は履修主題に沿って授業を行いましたか。

科目内容

問9各 履修主題の難易度は適切でしたか。

問10科 目全体の内容は理解しやすいものでしたか。

問11科 目全体の履修の 目的は最終的に達成されましたか。

問12科 目全体の内容は今後の学習意欲を増すものでしたか。

問13試 験や提出物(レ ポー トなど)の 量と内容は適切でしたか。

総合評価 問14こ の授業は全体 として満足できるものでしたか。

⑤

④

③

②

①

強 くそう思う(非 常に良い)

やや思う(良 い)

どちらとも言えない(普 通)

あまりそう思わない(あ まり良 くない)

全 くそう思わない(良 くない)

7一

一



嗣

科 目 名:生 命科学N(医 学科第1学 年通年 必修)

履 修 昌数:92配 布 数:90回 収数:83回 収率:92.2%

*評 価結 果 いF均)

問1問2

:3.04.(」

問14問15

:3.7

問16 間17 問18

問9問10

一一

問11
1問

12 問13

i3・113・3… ・5
3.5 3.7

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

生 命利判 コーデrネ ー クー 中 村 正 雄

咋 年に比べて 全般的に評価が改善 されている。 しか し白山記載で内容が難 しい との意 見が一昨年か ら征回

複数寄 ぜられる、kうにな ・た。 また、生命科学 配のねらいは生 命科学の物質的基礎 を学ぶ こ とで、その習御

にはA財 ミであ る牛体分 丁一を形作る化学結 合論 、牛体分了の機能 を発現す るための立体構造の理 解が必須てあ

るが、それ らの理解が イく1'分な答案が後期試験 で少なからず 見られた。 これ らは学生諸君が、f習 や授 業の

理 解への努 刀を尋ねた間1(3.0)、 問2(3.0)に そ れぞれ低い評価 を ケえて いることと関連 し、ている と思 え.るり

講義 の最初 か ら理解て きない内容を後に残 さず随時資料で確認 し、 また担 当教員に是」卜質問Lて ドさい。

勿論講義 内容の つなカ・りを⊥ 粒する、理 解 し易い講義への努 力も私達に投 げ掛 け られ た課題である と思 いま

す、p

■ 鰯 購■禰1 購口灘 鱗■脳 ㈱■職 蝋薗

科・目 名;生 命科学V(医 学科第1学 年後期 必修)

陛1

履修 者数:92配 布数:92

*評 価結 果 いド均)
「一一

問11

1.り

ワ
】

問15

回 叫更数:90回 叫)ぐ♪率ミ:97.8%

問3

4.o

問4i

3.0

問5 問6問71問8旨 問9
2問
101 問11

1.0
I

L31.2 L31 L3 i.1 42

r{日16R日17R目18

問12

4.3

問13

4.2

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

牛命科学Vコ ーデ ィネーダー 高 橋 雅 治

生命科学Vは 、医療 に必 要な基礎 心理学 、臨床心理学 、発達心理学 を学ぶための講義 である、,

1科ll構 成 」の1項 目は、LOか らL3で あ 一・たQご れは、講義の構成 を毎{1改 酋;して きた成 果てある と考

える。 また、1科ll内 容 】の4項llに ついて も、42か ら4.3と い う高 い評価 が得 られた、,これは、講義 内容

の改訂や講義資料のマ ルヂ メデ ィアfヒを推進Lて きたため てあ る と思われる、,

さ らに、総 台評価は4.4と い う高L・結果 とな った、,これは、医学 に必 要な心理学 の恭礎 知識 をコ ンパ 刎 一

に 主とめ る、 という講義 企画1」体が評価 された もの と思 われる。だが、学 生 白身の学習 行動に ついての評価

は低 か一,た。 従一,て、 今後は予 習 ・復習等 について 上り一層の指導か必 要である と思 われ る、,



科 目 名:生 命科学w(医 学 科 第1学 年 通 年 必 修)

履 修 者数:92配 布 数:921111収 数:79回 収 率:85.9%

*評 価 結 果 いF均)

πIJ8「1目9「}目12

3・9・1・83・8い ・9

1劉∵1::1思1

川14問ll-「

1.ol

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

牛 研:1学 、1コーデ 梓 一7一 林 要 喜 知

生 命科学 、1のli」1〆価'1∴均 点数(問5～14)は3.83て あ り、前年 度 より0.12低 ドしたり/か し、「講義に興味

を持 てた1と いう学生が 多いことに加2、 総 合評1曲 もLOOで あ った ことか ら、 ・応 の 目凛 は達成 して いると

判断 された。 たた、学生か らの 具体的な指摘 として、1)担 当教 員数が 多ずきた、2)講 義 内容 にあ ち〔'ち

・1・複があ った、3)科lI内 容 が 多岐 にわた り内容量 も 多く定期試験は大変であ一,た、4)講 義 資 料等は整理

Lて ほLか ・,た、等があ ・,た。 そ こ て、担 当教員 と議論 し、1)講 義内容の整理 や統 台、2)講 義展開の順

序の整r～{4、3)た きな単 ルこ と4)試 験(中 間試験2illl、 定 期試験lIIID導 人な とび)改論案 を'1λ成20{1度 の

シ ンパスに取 り入れた、、今後 も他の関連 科liと の整 合燕∫と りつつ統 合科 目の良 さを発揮 で国るように、授 裳

II怖liや学 ノレノ)llll接的 な意 見に月 を傾け、改着のための努 わをLて い きたい と考 えているり

灘 ㎜ 醤 ㎜ ・ 鰍 鱗

科 目 名:生 命科 学w(医 学 科 第1学 年後 期 必 修)

履 修 者数:96配 布 数:93回 収 数:74回 収 率:79.6%

*1;1そfl而糸占果(・1え1{ゾ〉

り
]

8
O

♪

】

[r

問15

目

問16

問1問5問6問7問8問9

:凱:31.11.03.81.03.il

問17問18

問10問11問12
-一一一一一→一一一 ・

3・513・8:;・8

…

胴

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

生命伴1岨 コーデ 仔 一一γ一 渡 部 剛

本利 目の 企画 ・展開方法 に関 しては、ほぼ確立 されこの数年問変更点はないが、 本科 目の授 業評価 が年 々

少Lず つ低 トしている傾 向が気になる。 コ ズン ト欄を 見る、【'、ゆ 、1'り教 育が原囚 であ ろうか、1溝 義の内容

についていけず、 自分て教f千、「}を読んで も理 解て きないの で、講義の内容 を減 らして も 月し易しく解説 して

は しい」とい う声が散 見され る。LかLな か ら、共 用試験受験時 、あ るいは医師国家試験受験時 に臨要求 され

る組織学 ・解剖学の知識 レベ ルはU前 と変わ らないのて、これ以上 この科 目の内容 を減 らす こ とはで ぎない。

この期間に 人体組織学 を習得 でぎなか 一・た学 牛は、4年 終 ∫'時の共用試験 までに 自学 自習で理解 を深め てい

くし.かないが、何 か糸目織学の領域で質問 ・疑問 が生 じた場 合には 、いつて も気軽に担 当教官 まて尋 ねに来て

欲 しい。

9



科 目 名:社 会医学 基礎 且(医 学科第1学 年後期 必修)

履修 者数:92配 布数:91回 収数:83回 収率:91.2%

*rl平f而 糸,㌧果(「 「」勺)

問1

2.6

厭

問2

4.0

問15問16 問17 問18

問10 問11 間12 問i3

3.613.1一 :1.6

-一

:3.6

*評 価 に対 するコメン ト

社会1う、学某礎llコ ーデ 梓 一 ター 松 岡 悦 子

社会隆学 基礎 πは、非常勤 の長 谷川吉〔先生、健康科学の杉岡良彦先生 と社 会学の松岡悦 子で分担 し.て行

'・て いる。 この科 目では、医学 ・医療 を広 く社会 ・迄化 ・歴史 ・価値観な との コンう シス トに置いてみるこ

とか できる上うにな ること夕 日的 とLて いる。 しかし、その作業 は 自分で 考える という作 裳であ り、あらか

Lめ あ る答 えを教えて もらうことではない。

この科 日を料埋にた とえ るな ら、少な くとも メー ンデ ィッシ」ではな く、 しかも食べに くい料理 て味 もい

まい ト、というこ1ヒなのだろ う。 て きれば 食べずに残Lた いけれ ど、全部食べない といけないので しかたな く

食べている ということだろ う。 今後、私の 方ては、 もっと食べやすい形 にLて 提供Lな けれはいけないのだ

ろ うQと は 、i'って も、 どの曜 日の料理 もいまいちなわけではな く、杉 岡先生の料岬は とて も評判がいいこ と

右・f寸を」'加1メと冒(才∫、忌六二」㌔,

■ 撚 撒■轍 繍■繍 羅闘槻 櫛■撒 鰻闘鞭 糊■燃 灘臓

科 目 名:基 礎医学1(医 学科第2学 年後期.'必 修)

履修 著数:102配 布数:96回 収 数:94回 収率:97.9%

*評 価結 果(平 均)

問1

3.ユ

問14

3.8

問2

3.8

問3 問4 問5

1.1

1
問6問71

1,0旨3.8
1 -1

1:; ・9… ・4
1

「晋ll5日 目16 日目17H目18

*評 価に対するコメン ト

鴨 囎
問10問11

3.73.8

問12

4.(1

基 礎 医 γ1ユ ーデ 梓 ・一弘 高 井

問13

13.7

章
・講義の進め ノ∫に関す る設問である問5一 問14に')い て は、平均 ポ イン1・が3.9で 、 昨年(4.0)ど ほぼllr」L

水 準に達L、 貸体 として、本実 習科 〕が昨イト度 と同様、学 生にかな りよ く評価 された もの と考 え られるり

ただ、問12「 科 目全 体の内容は今後の学習意欲 を増す もの で した か」 が、昨年度L5と いう高ポ イン トを

得たのに対t.、 今年度4.0と 相 対的に低 くな・・たの が 日につ く程度である。
・また
、問7「 評履修†題 に割 当て られた時問の バランスは適切で した か」 が3.7と や や低 いポ イン トにな

・・たこ とに も注意すべ きであ ろ う。「自由記載欄1に 淋かれた意 見に も分野 ごとの コマ数配分 に関 ずる不

満の記載があ ・た。*i年 度の本科li編 成上の参 杉に した眠,

■ 自山記載欄1に は他に、一部学習内容の難解 さと分量 の るさ、試験 の回数の 多さと難 しさに ついての下

平の記述がめだった、,いかにして豊富な内容 を要領 上く教 えるか、 とい う点になお 層 の 丁夫が求め られ

てい る ヒうである。

10



へ

科 目 名:基 礎医学豆(医 学科第2学 年後期/必 修)

履修者数:103配 布数:102回 収数:82

*評 価結果(平 均)

回収率:80.4%

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13

3.1 3.8 3.9 3.3 3.8 4.0 3.9 4.0 3.8 3.9 3.9 3.8 3.6

問14問15問16問17問18

3,8

*評 価に対 するコメン ト

基礎医学 πコーディネーター 若 宮 伸 隆

薬理学、微生物学、寄生虫学で構成されている基礎医学 πの今回の評価点は、過去4回 の評価点 とほぼ同等で

したが、自由記載欄に期末試験の量な どに関する意見が複数あ りました。 これについて、寄生虫学講座からコメ

ン トが寄せられま したので、以下に引用させて戴 きます。

「試験の量が多い とのことですが、感染症の分野では病原体の種類などが多 く、個 々の事例が蓄積 しますので、

やむを得 ない と考 えています。また、試験を受けることも勉強の一つ と考えています。試験の分量が 多いことの

理由は、た くさんの問題 に触れ、自分にとって何が不明であるのか自覚 していただきたいか らです。試験は全 く

勉強していない者をチ ェヅクすることが目的で、ある程度の水準に達 していれば、次年度の基礎医学実習 】Vで実

物を見ながら復習することになるため、寄生虫学領域では再試験 をしませんで した。なお、この 「授業評価」の

実施方法 ですが、試験時間中に行なうのは不適切です。実施するなら、講義終r時 もしくは電子 メールなどで随

時回答出来るようにすべ きだ と思います。」
この コメン トの最後に述べられている 「授業評価の試験時間中の実施」につきましては、本科 日コーデ ィネー

ター として もかねてか ら反対 しており、早急 に改善 して戴きたい と思います。 この他に、 自由記載欄には 「薬理

学、微生物学、寄生虫学の3領 域 を1科 目としてまとめ るこ と」に関する意 見が毎年見られますが、 これについ

ては今後の課題にしたい と思います。

■■瞭繍1麟 ■■■■■繊 糟魑 ■■■■灘 翻■■■■圏榊1搬{■ ■■■口繰鵬:謝 ■■■■■㎜ ㎜■■■凹■獺1顯 ■■■

科 目 名:基 礎医学特論(医 学科第2学 年後期/必 修)

履修者数:102配 布数:88回 収数:80回 収率:90.9%

*評 価結果(平 均)

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7

　 　 冒τ

問8 問9 問10 問11 問12 間13

2.7 3.6 3.5 2.9 3.7 3.9 3.8 4.0 3.6 3.5 3.6 3.7 3.9

問14問15問16問17問18

3.7

*評 価 に対 するコメン ト

基礎医学特論コーディネーター 柏 柳 誠

総合評価は、平成18年 度とかわらず3.7で あった。今年の個別意見を集約すると、輿味深い(5件)、 難解

(5件)、 必要性に疑問(3件)、 出席確認に関する意見(3件)と なった。昨年、一昨年 と興味深いと難解

という評価が拮抗していたが、今年は興味深いという意見が多い傾向がみられた。難易度に関する問9の 評

価は平成16年 度3.3、 平成17年 度3,2、 平成18年 度3,4、 平成19年 度3,6と あまり変わらなかった。一方、基礎

医学特論の目標である学生の科学的興味を喚起することを評価する間12の 値は、平成16年 度3,5、 平成17年

度3.6、 平成18年 度3.9、 平成19年 度3.7と 平年並みであった。 レポー トの提出数は昨年度の132か ら190と大

幅に増加 した。これは、講師の先生が興味深い話題を提供 したために、レポー ト作成意欲を喚起 したことを

示唆するもの と思われる。

一11一



科 目 名:社 会医 学 某礎W(医 学 科 第2学 年 後期 必 修)

1征よ"琴マ千委父:100酉 己イ「」妻交:99匡 」耳マ1委女:811ul耳 叉ノ率{:81.8∫ 〕6

*評 価結 果 いト均)
1

旨問2問1

一ジ,・ ■.・

1呂Jll口jl5

3.2

3.1

問16問17間18-一一一一一一一一トー一一一一一一一一「一一一一一一
一1一

問8問9問101問11

3.63.63.43.4

問12

3.2 1

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

社会医学 基礎Nコ ・ザ 律 ・・ケ・・ 松 岡 悦 子

社会P、学 基礎1>は 、医 師 一患 者関 係ろ'う一マ に、哲学 、倫理学 、社会医学、社会学 の視点か らア ソロ・・ザ

Lて いゴこす、,担'11す るのは、長谷川吉〔(非 常勤 〕、杉岡良彦(健 康利学)、 松岡悦 ゴ(社 会学)で4冒Q3人

で分担 〔て1つ の科 目を教えているの て、授業の中身を互いに すりあ わせて、 全体 として統制の とれた もの

に 」}るこ とか、 今後の反省'}ガ項 となる で{.上 う、,

哲 学㌦ 倫理学 や客L会学 のkう に、答えのない問題 を扱 う科 目は 、 考える力 を要2kさ れ ます 儲 記や要firlの

kさ では 乗 り切れ よぜんL,て すので、学 生の 万達 にお願い したいのは、 この授 業てはモー トを1刀り替えて、

思 考の パワ・一を楽[ん て1、鼠 い という、'とで ずQ

(

燃 ㎜ 艦 騰

科 目 名:臓 器別 ・系 別講義 皿(医 学 科第3学 イ1後期 必修)

履 修 者数 ・91配 布 数:86

*評 価 結 果(平 均)

川lllll2問3問 ・1問5

3。3∴.:1.6.

　
問ll問18

Il珂更芝孜=:781i1】 ∫1》こ率:90 .796

}」6問7問8問9旨 問10

.21.21.:;111ユ

間11

L2

"II亨憎

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

臓器別 ・系別講義Ilhト テ でr-7一 高 後 裕

臓器 別 ・系別講義 皿は 、膠 原病 、感 染症 、lliL液病 学 を 対象 、レした講義であ る。学生の総 合評価は1.1と ほ

ぼ満足1て もら昆た と考 えている、,各科 ・各分野で も重複項 〕を整理 してお り、科 目構成 に関 しては比較的

高 く評価 されている ようであ る。例年、授 業内容に関[.て 時問数か足 りない、 との学生 か らの 自由,自、1巴か 多

いが、講義 の時 間を増や すこ とが必ず{ .t,多 くの知識 に結 びつ くわけてはないQ授 業の 」与習な らびに復習に

関 する白己評価 が、3.3お よび:1.6と あ まり高 くなか,た 、、従来 型の 一ノ∫的な知識`ノ〉押Lつ けではな く、授 業

の 」㌦習 ・復習 も行いその 都度疑問点 を明 らかに[、 さらに4学 年のチ ・・一ト1D'ル や 、5学 年以降の7リ.一 ニ

カ ノし7二・-7シ ・・プ も通 じて自ら積極的に学 習するこ とで、1対'分 な知識を補い、問兄百点 を解決Lて い く姿

勢 ・習慣 を身につけて もらいたいり

(
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科 目 名:臓 器別 ・系別講義V(医 学科第3学{1前 後期 必修)

履修 者数:91配 布数:90回 収数:10回 収率:1L4%

*[平friti糸占果(・F均)

問 「r問2

2・〔lL{}… ・o

i::1乳ド1「

問・引」問1唖 」 問・ 問・ 問・

2.9:㌃93.61.04.{)

匝L問17問18

問9問10問 丁「「問12問13
　

3・73・ 量
一L3・83・8-}・9

*評 価に対するコメ ン ト

臓 器別 ・系別講義 ＼▼Tl一デ 伴 一7一 千 葉 茂

木 講 は 、 脳 、 脊融 、 お 」=ぴ 末 梢 神経 系 の 解 剖 と機 能 を 念 頭 に 置 き な か ら 、 精 神 神 経 学 に か か わ る 広 範 な 医

学 ・1ク、療 を学5・ こ レを 目的 と4曽 る、、講 義 は 、 内 利 、 小 児 科 、 脳 神 経 外 科 、 放 劇 線 医 学 、 精 神 医 学 の 教 員 で 行

才)才ヒノr二、,・'1ニノi:(ノ)糸をミr㌃白孔ゐ,平fill面土3.7一で～右～1)、 日ノ1・年 、kl)キ♪0,:})†:でン トfl舐ドし プニら,[.カ ・し 、"1:生 ノノ・し㌔寄 這r・ オ[プ.:コ

メ ノ11士 げ}{1=Lり4」 多 く、1/う ・魂♪,巻、タト1ニュ乏L・。 ノニ,レンヒ1よ、1一 ノ'リンi・ ヵ～う♪ノう、り べ・一、,匿、・1、 「【輿1臼ミr袈,う、.,孟こ1、

i臓 器 別 ・系 別 の な か て ・番 面 白 か っ た1な と で あ る 、、Lか し 、 講 義 の や り 万 や 内 容4)吟 味 に つ い て は 、k

だ ま だ 課 題 か あ る は4こ で あ る 、、本 イr1月 に 、 担 当 教 員 会 議 を 開 い て 意 見の 交 換 や 電 複 す る 内 容 を 講 義 し な い

1=う に 変 更 を 幻 ・た 、,そ の 効 果 に 期 待Lた いG

科 目 名:臓 器別 ・系 別講 義w(医 学 科 第3'¥t年 後 期 必 修)

lf蔓n峯名凄女=94酉 己イD妾女:81回 刈更姿女二:61111i工1叉 ノ率く:72.6P6

*Ii、Ffllii糸111果(・1え 均 〉

ノ

〕

,

一
1憶1囎1「 誓 驚 匿;∵ll脾謄
問∵17間18

1

一一1

問13

Lo

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

臓制1レ 系別講義 、1コ・一う1律 一4一 原 渕 保 明

臓器別 ・系別講義Mは 、皮膚科 、眼利 、封鼻咽喉科 ・頭頸 部外利 、歯科口腔外科の4科 かr副105コ マ を

担'旧 た、、 この1科 か担 当するのは感覚器 系 という 人間の生活の質にかかわる分野 を集rll的 に学ぶ場 を提供

するため である、,1か し、臓器別 とい う観点 か ビ・は1厚門 化、細分化が進 み、学 生に と一,ては網羅的 に知識 を

詰 め込 まれている という印象が拭 えないためか、「試験が難 しか 、た」 とい う意 見{.聞 かれたり注 目に値 す

るのは、 各、llll義の スーライドを 皇とめた1履 修 テキス1・1を 」今め学生に配布する刀 鼻咽喉科の取 り組 なに、学

生か ら高い評flmか 得 られた点であ る1,学 習が容 易でない分野 こそ、学 生の学 習意 欲を高め る丁 長か必 要であ

る点 る・円:認識 さtトられた。

問12に 対する回?峯は、例fl以Lに 講義 内容 か今後の学習意欲 々増 ずものてあ一,たこ とを不Lて いる、,各講

座 、 各担 当教官 の教 で了に 対 づ一る熱意の賜物 であ り、 コーデ で一径一7-,駐 て心 から感謝[た い。
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科 目 名:臨 床医学概論 且(医 学科第3学 年 後期 必修)

履修者数:94配 布数:93回 収 数:90回 収率:96.8%

*評 価結果(平 均)

問3

10

問151川16

*評 価 に対 するコ メン ト

問5問6ド 廊

4・2⊥ 型4・4

問司
呵

臨床医学概論且コーデ ヂ払一7一 藤 尾 均

医学 科第3学 年の'必修科 目q5コ マ1中 位)で ある。'F成19年 度 は法医学講座5コ マ、健康科学講座6コ

歴 史 ・哲'γ二4コ マ、総勢10名 で実 施Lた 。医の倫理 を踏 室え コア ・カ リlA.基 本事項」の発展的 内容

rF.医 学 ・医療 と社会」の某礎的 内容 を扱 う統 合科 目であ るが、統 合科 口とは 名はか りで、その点 では

垣年、学牛の不評 を買一)てい る。

しかし 例イ1通 り評価 よ概Lて 高かった.講 義か素哨 ド・しか ったか らというよ り1ま(む ろん素哨 ら い ・1ずll

蔑 もあったであ7)う が)、 期 末試験 が国試やCBTを 強 く意識Lた 無理 ・無駄 ・斑(む ら)の な い択 ・問題だ
・・たからてあ ろう

り

臨床医学概論1-IV全 体 で60コ マは 多す ぎる とい う批'1'llも根 強 いQこ れ を踏 まえ21年 度新 入牛から実施 さ

れるカ リキュワムでは、当該枠は'ド減 され るとの 、'とであ る。「量 より質」 が 前視 され ることは教 員に と一

ても学生に と一,ても喜ば しい♂ とであ ろう,,

■撒 ■ 哺 ・1■`垢 灘厳

科 日 名:症 候 別 ・課 題 別講 義(医 学 科 第4学 年 通 年 ・必 価答)

履 佃萎占一委気:91酉 己イlf委父:921nl工{必 委父:761rrl11～ こ二卒く:82.6%

*評 価結 果('ド 均)

一⊥9一上一

}
,H

8

*評 価に対す るコメン ト

問5

3.8

問7問81問9

,,.、 隔.,3,

症候別 ・課題別講義 ヨーデ でネ・一ツー・ 世 嶋 唯 博

症候診断学 は、古 くか ら多 くの教 科書 がE梓 され ている ように[常 診断では極めて重要な領域であ る、,そ

こで今回の講 義は様 セな症候 を学際的、網羅的に編成 された 企画 で、これほ と集中的かつ専門的 に講義 を受

け られる機会はないであろう。症候に よっては診断 が 多岐 にお .kぶ もの、診断の優先順位が特定 される もの 、

あるいは 屯症 度の高い疾患 で治療が優 先され る項 日もある。症候診断では、裾野 が広 いこ とから多 くの講 師

に ヒり編 成 される必要 があ り、編成は容 易ではない。 また、大部分の講師は症候学 に関一」'る講義 ノー トは持

らあわせていないので、 このために特別に準 備 された もの と思われ る。 講義 内容の部分的な重糎は避 け られ

ず、学生 か らの指摘があ 一、た点であ るが、その調整は ノ》後の課題 である、

11



科 目 名:選 択必須 コー ス1・1vrニ コー ロサ イェ ンスコー ス」(医 学科第3・4学 年後期 選択必修)

履 修 昌数:92配 布 数:80回 収 数:52回 収 率:65.0%

*評 価 結 果(平 均)

問1

27

4

〕

問

一
4

1

「 脚
間・ 問・ 問π 剛 週 ・
4.11.1.14.31.0 碗蟹評糊
「「師1

に

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

ニューロサ 仁 ンスコースコーうご律 一処 吉 田 成 孝

選択必修の授業4,4イロiと な り教員と学牛双力共に定着した感がある.神 経系はその複雑な機能ゆえに、

現在でも科学者のみならず るくの人の興味をかきたてる分野である。その反而、生理的にも病態的にも包括

的な理解はなかなか難 しい。本コースは通常の講義だけでは押解が難しいが、未知なる世 界をてきるたけわ

かりやす く紹介したいとの思いから開講 している、,学牛からの評価もほぼ例fr通 りの条吉果となったが、教員

と[て は受講生の受講態度に不満が残る。今後は、学生の授業満足度だけではな く、知的満足度もLげ る様

なL左 をしていきたい。

繊燃 畷購顯 欄 繍 ■ 錨1 鰯●鰍 燃■蹴 ㈱臓

不こ}目 名:選 択必修:了一スト 八rr生 体構造機能蛋自・病態解析コー ス1(医 学科第3・4学 年後期 ・選択必修〉

履fl参ギ千委女::賢 う 酉己イrf妻女:25い1叫 叉委父:23

*i}・FfiIrF糸吉果(平 モ」勾)

lll聞1∵ 澱 醜;

問14問151簡16r聞17問18

… コ1一

lul収率;92.o%

蝋工lll馴ll」lllB醜lr

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

生体構造機能蛋白 ・病態 解析=・一 スコーデ 梓 一7一 伊 藤 暑 久

生体構造蛋 白、病態 解析 については、 本年度 も応分の評価 をいただいた と思い よす。通常 の医学科の授業

は病態 ・疾患 、臓 器 ・紺織、あ るいは診断 ・治療 などから輪切 りして いるのに対 して、蛋 白質 をキー ワー ド

に基礎 から臨床応用まで総 合的 ・横断的に学 び、 ものの 見万、 考え方 を学 ぶ ことを主眼 としてい ます。 各専

1"]家の ご参加、ご指導 を得て独 自性、独創性 のある講義 を提供 しました、,医学 研究 者、医療 従市 者とLて の

足固めがで きるもの と思 い ます。ただ、授 業を担 当、 見学 してみて、内容的に専門的にな りす ぎ難解で、関

心 が必ずLも 得 られて いない ことも事実 で、好評 であった授業の内容 を検討 し、諸君 らがよ り興味を持 って

のぞy)る 講義 を実 施 したい と思い ます。
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科 目 名:選 択必修 コー ス レIV「 臨床薬理学 コー ス1(医 学科第3・1学 年後期 選択'必修)

履修 者数:40配 布数:10回 収 数:39

*評 仙結 果(平 均)

i副 問 ・1「剛 問 ・
■L些 一!問 ・ 問 ・■

・.・ ■.・ ⊥ ⊥.・14.….….・

問111問 ・・「■問16旨 ・"17⊥ 壁8
1

11.911

*評 価 に対 するコメン ト

い」叫～く率;97.596

商・!問9一 削 廟 川 け旺 肋 ・

LlL「 「駆
一巨 ・1・.・・ ■81

臨床薬理 γコ以 コーう"仔 ㍊ 一 牛 首 文 隆

臨床薬理学 二丁・一スては、基礎 薬理学:て学ん だ薬物が、実際の臨床の場 でとの ように川い られるか右'学ぶ ご

とを 目的 と〔てい る。 この ため 、臨床 ・基礁 各科の 先牛 方に御 自身の 専門 分野の薬物 を中心 と〔.た 講義 イ,イ」

っ て頂いた。 講義 内容 は、薬物の処 乃、様 をな疾患 の薬物療 法 との そ聞題点、法医学 における薬物、1う・療経

済等 ～レ彩であ る。 一方、 木コー スは:1、4年 生 合同の講義 であ り、その カ リキ コうム進 行度の違 いか ら、'1/

初は 学{目 川でlll・穿義理 解度 に差が でる危惧 を抱いたり しか し、高度な問題群か らなる試験の結 果は、両学 年 と

もほほ同 じ高い1卜答率 であ り、学牛諸 君の努 刀と講義の質の高 さか窺 われた,、木コ・一スでは、 今後 毛,各刊の

先牛 ノ∫に御協 ノ∬自き、臨床の場 て即戦 ノハトなるkう な知識の'』r生諸君への提 供を 目指Lた い。

科 目 名:選 択 必 修 コー スH・V「 臨 床腫 瘍 学 コ・一ス」(医 学 科 第3・4学 年後 期

履 修 苦数:53配 布 数:52

*評 価 糸lll果(・1え払」)

川L!問21問 ・ 「可150・1・

lr]」⊥卜{変負1:重71[1⊥ トぐ2系ぐ:9{〕.1ρ6

問61問潮8早 蹴[1鴨

選択必修)

一:{・2-・1:;・9 -L竺 ・5

川llr問15丁 田川 …1冒17

)

」 r

14.11.3L21.

一1問18

問12

1.1

*評 価 に対 するコメン ト

り

]

臨床腫瘍学 コー スコーデ 梓 ・・ツー 高 後 裕

臨床肺瘍学 コ・一ス1ま、癌 に関 する基礎的 ・臨床的話題か ら疫学 、臨床試験、緩和医療に至る まて幅1ノくい領

域 を診療 科の材嗜'超 えて学習 弓一るコー スであ る。例年同様釦 名以Lの 学 生が選択 したか、出席 に関 する自己

評仙が・L-1と左変高 く、総 白『評価 もL2と 好評であ った、,それぞれの 中門家に 、ヒる得意分野 の講義 て、学生 も

興味深 く出席L、 その内容 に も満尾 してもらえた もの 、ト杉え られる、,木コー・スでは、講義 の内容か広汎か一)

導門的てあ るごとか ら講義 を担 当いただいた 先生に、ヒり作成 された間題な らびにその解答 ・解説 を、あ らか

Lめ 学 生に公開{、 そ・わ中か ら試験 す るとい う乃法 を とコ ているり試験 に関する学生の評Illhは高(大 変好評

であ,た 。 が入対策 爪本法が制定 さ才1、かλに関 する基盤的な幅広い知識か必1要1トされ てbり 、 今後 益 を内

容 か充実 されてい くもの と期待Lて いる、、
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科 目 名:選 択必修 コー ス且 ・vrメ ンケルヘ ルスコー ス1(医 学科第3・4学 年後期 選択必修)

問1

2.9

問2-

1.〔}

問3!削「

・,8[・.:判

問5

3.8

111
問6澗7!問8

… 匡7日,ρ

履 修 者数:30配 布 数:29回 収 数:27

*評 価 結 果(平 均)

3・9[37

間11問15問16問171問18

4.0

「司 月又率:9:3.1%

一「

問9隙 ・ 問11問12廟1・ う

・』L⊥ ⊥LLL型u・

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

ズン7ル ヘルスユ 訊 ユ ーデ で冒r・一 ・一 千 葉 茂

「21i日.予己`よ月歯と'已・`ノ)世糸己」 とL・才}才じぐし・る。 メンタル〆＼ル』ス、コー スて図よ、,L・f甲'γ:、医"}自、医療}見」易、ネL会

学 な とさまざまな観点か ら人間の精 神現象 を見つめるコー スであ る。 これ らのテーマが、最終的 には患 者の

ための医学 につなか るようにr:夫Lて いる。 今1日1のシリー ズでは、緩和 ケアの分野 な との最 新の臨1衣的ラ　

マ を含め、学 生たちが興味 を も'・て講義 に臨 んで くれた と考えている。 講義内容は、全 体 とし ご4,0と 評 価

が碍 られた、,学生の中には、精神現象が現れる根本原理 に　E点 を置 いてほ しい、あるいは、治療 に弔点 を置

いてほLい な どの希 塑 もあったため、 どの ようなバランスで講義1内容 を展開するかについては、教 員側の努

刀が さらに求め られ 」、う。成績評価は、 多岐選択の試験 を実施[た,,そ の結 果、受講 名の77%か 優 、23%が

良 、 という高い成績 が得 られ、教 えた側 として 人いに満足のい くものてあ った。

臓繊 瞬 襯灘■獺 磁 制 鰍 ■ 酬 撹・ 欄 醐 ■i凶 傅、 略1削■朋 鮪 鮒鱗鱒腿儲 鰍漏臓灘1鐸 獺鰯闘

(

科 目 名:選 択必修 コ・一ス π ・>lEBM・CPCコ ー ス」(医 学科第13・4学 年後期

履 修 者数:5配 布 数:5

*言 平三f面糸、㌧果(平 均)

問1

4.o

問2

5.0

一一

問3

4.5

問土瞳 」
4・2[4・2{

問14 問15 問16問17 問18

4.5
-一 一 1

1
1

【Ir叫又麦文:411!叫 更率:80.0%

圏

選択必修)

」

間71

12

問8

L2

問9i 　

4.0

問10

1.0

問11

LO

問12

1.7
一

問1・1問1・

【̀

L
一

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

El玉M・CPC=1一 スll一 デ 孫 一 クー 奥 村 利 勝

選択必修=1一 ス 「EBM・CPC=1一 ス1は 開講L3回 目 を迎 えた、,:3{〕コ マの中前半16コ"、■をEBMコ ー ス、

後'卜14コ マ をCPCヨ ー スで構成 し、即臨床 実習 ・研修で役 立つ生 きた知識 ・考 え 与を習得出来 るよ う心 が

けた。選択 名は、3年 生2名 で4年 生3名 の台』計5名 であ 一・た.選 択者 の 人数 が少数ではあ るか、その分個

々に行 き届 いた指導が ・∫能であ'・た。総 合評fllliは1.5で咋 年1.7・ 昨 年1.3と ・定 した評fllliが得 られてい る。

総 合評価 とともに、私達が最 も重視す る問12(今 後 の学習意欲 を増 すか)の 評llHiも1。7と満 足で きる もので

あ り内容や進 め方 は適 切と判断 している。受講 した学生か らの コ メン トでは一部 内容が濃す ぎるとの意 見が

あ ったが、全体の満足度 を 杉慮する と、次年度 も同様な内容で コー スを構築 する。
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科li名:選 択 必 修:]一 ス 田 、li臨r恭 遺 伝 学 コー ス」(医 学 科 箒3・4学 年 後 期 選 択 必 修)

履 修 呂放:17配 布数:川lrri収 数:16回 収 率:1〔 〕0.0%

*、1・「IIlli結果{・iそ 均}

問1川2「 田3

巨 ・L・1…

澗11問15川 協

1一 レー一一 一一
11 .6…
11

問1問5

望⊥ ⊥」】 一」-i・24・{〕 ±

問6間7問8問9問10問11問12

1.⊥.1

「一
目R

副一間17

乳一「巨 亙L,・

*評 価 に対 するコ メン ト

臨床遺伝学 コー 掴 一 よ々 ネ・-7・ 蒔 田 芳 男

臨床遺伝学 ほ、疾意 別て講義 され る遺伝にかかわ る情報 の統 合講義 をll的 に設立 さねてお ります1、講茂部

分の特 論 とともに、最終的 に患 名 さん に伝 える場 合の問題点の討議 する 「ロー ルプ レ イ」や論理問題 の 「デ

でへ・一ト1、 家系図の 霞き方 や遺伝情報の調へ 方な との演 習を紬 み 合わせの2本 、シ1ての ズ∴ コー　ご開講['(

お り'}{す,,昨 イ16名 長で落ち込ん だ受講者 も今イ1'1ま、i7名 、ト適度 な人数 に同復す ることかてき講m陣 もホ ・

1レ[-(1;り ユ、す、、受講後 の学 生評価(総 合訓・価)で も毎年L5を 下 るこ ヒのない評価 を1尋ており講 師陣 も授

業内容 に 自信ノド1,べDり 主ず。 来年度け、受講生 からの要 望の 多い、1濱 習部分の配 分増 加1を ア定Lて

い}L,選 択 必修の枠組 ・短)中 で、少 人数ゼ ミナ… しとし.ての形態 を活 かLて 人類遺 伝学 の臨床応用分野・わ

進 歩ろ'Lレ ドLrい 、㌢たい レ考 璋.ごいkむ,

圃 徽 {謬} }1蹴'ね
1娼棚!1樽 鱒』輪i擢1 illl膿 脳 磁}側 瀦 撫燗

科 目 名:選 択必修 コー一ス川 ・、ir感 覚 器医学の最先端 コー ス」(医 学科第3・1学 年後期/選 択 必修)

履 修 呂数:62配 布 数:51回 収 数:27同 収 率:52.9%

*11・ドfllli糸【畳1果 〔・トな∫勾)

問1問2問3

L

問4

2.9

問17

*評 価 に対 するコメン ト

馴 驚 罰 課::響 響とド野 町
8

「

感覚器医学の最先端コースヨーデ 梓 ㍊ ・ 石 子 智 士

1感 覚 器医学の最先端 コー ス1で は、我 セの重要 な 「情報獲得器官」である感覚 器医学の基礎 ・臨床 そ し

て最 先端の 全 て々、眼科学、生理学 、解剖学、 耳鼻咽喉科学 ・頭頸部外科学 、麻酔蘇生科学の15名 の講 師か

それぞれの ㍍場 から講競 された。 咋年 と比較 する と、科 目構成 ・科 口内容 ・総 合評価の10の 問 いに 対し一C、

r内 容 の過度の 重複は さ1一トられていたか」 「今後の学習意欲を増 す ものか」1一難易度は適切 か レカ3つ の問い

でわずか ξはあ るが評価かLが ってい る.こ れは、昨年の反 省点 をふ まえた講義 び)結果 か反映 されて きてい

る もの と思 われ る、,レポー トに関Lて は複数 の学生 か ら意 見が出 され、 これに関 する問 いの評価 も若 レ下 か

,てf∫ り、 今後の課題 とした い。 さらに本年 も、カ リキ ュラム全体の改言Jを學才y意見かあ 一・た。 今後 も、系

統 別講義 との違 いを明 らかに した講義 をすすめてい きたい。
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科 目 名:選 択必修 コースHl・ ～Tr糖 尿病 ・内分泌Up-Dateコ ー・ス1(医 学 利第3・4学 年後期 選択必修)

斤夏修 著数:ll2配 布 数:60回 収 数:381呵 耳《率:fl3.3%

*訓 ノfll[i糸占果(平 」勾)

Il嗜 轡 悪 萌ll望i;叩■鷺;叩野 豊 響 ∵{ll∵]
1・川 一1・J1昏丁 商1・1"・些L問181

-・11

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

糖 尿1丙'内 分泌UpD・t・ ・1一ス・・一デ 律 ・・7一 羽 田 勝 計

当コースの 目的は、糖 尿病 ・内分泌疾患に関連1 .た 最新の1う、学 知識 を基礎 分野 から臨床分野にわた りll卿ノ、

くlj∫門的に学習 することてあ り、 従 斗(の系統別の講義 ては紹 介し きれな い最先端の医学知 識 右5得る ⊂'、セが(

きる ユ1うにゾロ グラム されているり学 生か らの評価 は、科 目構成お 、kび内容共 にLO以Lの 評価で1{5り 、 ・

定の 目的は達成 できた もの と杉2そ)。 コミた、今回か らの試み、と1.て 、最 も理 解 を深めた課題 に関 しての レポ・一

卜提出 右・課Lた が、全員上 く虫、レ主 ・たド寸容 てあ ・たりた だし、 本コ・一スの意義f・1けについて ト分な理解に

全 らなか 読 との コ ズ囲 ・もあ り、3刈 学 年 という=1一 スを選択 する学fトの'1摺 の 進IJ状 況 を鑑み一)一吟

後の コー ス内容の改 誇策 を 考え・51で 参 考にした い、,

騰 醗

科 目 名:形 熊機能学(石 護学 科第1学 年通匂こ 必 修)

履"ノ峯～千溢女:60西 己イ戸委女二:

*評 価 結 果 い1弓呑ノ)

川IL問 ・ 問 ・ 「廊 ・

:;δ1 ・34・3
-1-:L61

　　コ　　　 　 て

1昌jl1μUI5「 菖】11～IH}jl7

:;.8

')回 収 数:36

ir冒5rr醇6一 問7

回収 率:60.o%

11問

[
り

ー
L
●
P

10問

4ウ↓

凸問8
pり乳8↓弓039-L

口
りり↓

問18

問12

3曾 〔}

…

昭

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

形態機能 γ・コ… ノ背 払一7一 岩 元 純

総 合評fllllが3.8(5,点:i7%、4点 が50%、3点 が3:3%)でLた 。 この 不:1目が、 ・般 的には生」里学 ♪解 剖

学 と呼はれている学問 で、小難1い 内容を覚えた り、 口常的ではない事柄存理 解 した りしなければな らない

科 口てあ る,トいう点 を ζ慮す才1ば、 この評価は かな り好意白勺につけて もら ・た といって もいいてLヒ う、,た

だ し、授 業の難 易度 と理解 しや一4'さては、数名の 人が厳Lい 点を付けていま した。 ノノ人、に分かる講義 をll指

してはいて も、7ラ スの1割 程度の ノ＼には なかなか理 解 レ,ら いのて[よ うQ昔 話 をして恐縮て すか、授 裳

後に質問 する学4・が以前は とて も多かったのに、年 を歳 々、その 上うな学 生 さオか少な くなっ 一CNて いま"Q

学 生 諸君 にはて きるだけ質問 を 多く[て もらいたい と切に希望 し雲す。
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科 目 名:人 間科学 皿(看 護学 科第1学 編 入3年 通年 必修)

履修 者数:68配 布数:68回 収数145回 収率:66.2%

2

一
つ憎

14

4

岡
巨
陶
巨

*評 価結果(平 均 〕

1問

,計照 鳳 鱈 問

呼1雪 叫 問酉
*評 価に対 す るコメン ト

「、.評繋 黙]噂1磐 一際1

人閲科学 且コーデ でネー シー 藤 尾 均

石護学 科第1学 年 の ・般教育 人 支社会系の通年必修科 口(45コ マ3単 位)で あ る。平成19年 度 は松岡准教

授(社 会学)17コ マ 、[ll村非 常勤講師(哲 学 ・倫理学)7:]マ 、 占[II学長1コ マ、簗者(歴 史学 ・哲学)17

コマ 、それに防害 著問題 を扱 ・・た映画の鑑賞3コ マで実 施 した、,学長の講義 と映画鑑賞は評判が良か ったが、

全体 としての評価 は過去最低 であ った。明 らかに、内容が担 当者 ご とに余 りに もバラバラて、 しか も担 当者

び)f【,1司iゾ」ヒカ㍉弓重ミく}こじみ}時プこ講義 力～ノ↓ノオ頁くプよ7ウ・一,オニλ二y)'で～ケ～ぞつり 伊llfi、3単f立}ま ～レー・}'、≧fイ:)とび)戸`カ～ノレ'オにカLド)Fゲ'r舟チ

せ られていたが、19年 度 も同様てあ った。 肇い、 この科 目は20年 度右'もって打 ち切られ、21年 度 からは、新

〔い担'1猪 に 、1二る 「石護 社会論 口5コ マ1単 位 と、等客に よる1医 療 史 ・医療 哲学 「15:コマ1単 位に全面的

に衣 替え ナることにな った。 これまでの反 省を生か[.て 新鮮 な気持 ちで取 り細みたい。

(

凹撚 繍圏照
1勒■購

聯■ 鰹 嬬 ■ 閏蜘、 1灘■ 糊 翻劇

科 目 名1疾 病論(看 護学科第2学 年通年/必 修)

履修 者数=62配 布数160Dl収 数:59

*評 価結果(平 均)

llll項又率:98.3%

哩趣蜘剛魁卿 歌懸 τ蔓

「i　　「冒1噛 陛
問18「

-匪 聖
1鳴嘲1潤

*評 価 に対 するコメン ト

疾病論 コーデ 梓 一 クー・ 岩 元 純

疾病論は、 いつも学生 さん達 に謝 らなければな らないこ とが 多い科 口てす。 例年、 その講義の難 易度の高

さが学生側 からの苫情 の中心 とオ∫:っています。 今年 も、やは りその ような内容 の授 業評価 を得て1、まい1貝.

た 。看護の2彗 牛で疾患 の ことを学 ぶのは、早 すぎるの かも知れない と個 人的 には心配 して いますが、カ リ

キ ュラムはなかなか融通の効かない ものなので、現状で何 か打開策 を 考☆る必要 があ りそうてす。 さて、今

年の評価は、総 合が3.1と まあ まあで したので、少 しだけほっ とLま した。内訳を 見る と、難 易度 か:;.3、 岬

解 しや すさ3.3、 意 欲への効果が3.5程 度 でLた ので、1ん均値 を見る限 りは可 もな く「珂 もな しとい った とこ

ろで し」、うか。理解 しづ らい と答えた 人が11人(18%)も い て、分野 に よっては改 善す る必要があ りそうだ

という印 象を受け 業したり一部 の講義 で、ハン ドアウ トが渡 され てなかった りしたこ とが、評価を少 し下げ

た原因 とな一・て いたようです。 しか し、他 左学 と比 【て も、ーれほ との 水準の高 い講義 を行ってい る左学 は、

そλな に%く は無い と胸を張 って 言えますので 、学生諸 君は果敢に この講義 に挑んで欲Lい と期待 していま

す。

(
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科 目 名:代 謝栄養学(看 護学科第2学 年後期/必 修)

履修者数:59配 布数:59回 収数:59

*評 価結果(平 均)

回収率:100%

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13

2.5 4.0 3.7 3.1 3.3 3.5 2.8 3.4 3.4 3.2 3.2 3.3 3.4

問14
一

問15 問16 問17 問18

3.4

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

代謝栄養学コーディネーター 木 村 昭 治

評価の受け止め方はいつも難しい。例えば同じ講義であっても、ほとんど役に立たないつまらない講義で

あったという学生がいる一方で、非常に興味のある内容で面 白かったという評価をする学生もいる。 どちら

も正しい評価なのであろうがおそらくその学生の科目に対する準備状況やバ ックグラウンドの知識の程度に

よるところが大きいと思われる。医学科 と比べて看護の教科書のページ数の少なさは必ずしも内容の容易さ

を意味 しない。原理はどの科 目でも変わらず従ってその難易度は同じはずである。 これを効率よくより少な

い時間でこなすためには予習が必要でそれで分からない部分を質問することが重要である。教官はこれに対

しては十分応える必要があり折にふれこの方向の学習を学生に促すことが重要であると考えている。

■凹髄㈱ 欝1特■■■■縢 鵠}}1翻■■■□勲 擁ll囎 ■■■■■搬粧;欝旧 ■■■齢1略1羅 旧 鱒■■■傭鞭 、輝■■■■■鵬 照■■騙

実習企画(ま たは演習企画)に 対する学生評価

嚥 自身について

一

問1

問2

問3

事前に配布された資料を読むなど予習をしましたか。

実習(演 習)に 毎回出席しましたか。

実習(演 習)に 積極的かつ真面目に参加しましたか。

実習(演 習)計 画

問4

問5

問6

問7

問8

実習(演 習)の 目的は履修要項やガイダンスで明確に示されましたか。

実習(演 習)は おおむねスケジュールに沿って行われましたか。

学生数に対して指導担当者数は適切でしたか。

指導担当者は適切な指導能力を備えていましたか。

指導担当者間の連携は適切でしたか。

実習(演 習)内 容

問9

問10

問11

問12

問13

問14

実習(演 習)の 内容は、関連する講義科]の 内容と対応がとれていました

事前に配布された資料は、実習(演 習)を 進める上で役立ちましたか。

実習(演 習)に よって技術を十分に習得することができましたか。

実習(演 習)内 容の難易度は適切でしたか。

課された提出物(レ ポー トなど)の 量や内容は適切でしたか。

実習(演 習)は 今後の学習への意欲を増す内容で したか。

実習(演 習)環 境

問15

問16

問17

実習(演 習)用 の設備 ・機材 ・用具などは性能 と量の面で十分でした力

安全に対する適切な指導と配慮がなされていましたか。

学生の人権に対する配慮がなされていましたか。

総合評価 問18 この実習(演 習)は 全体として満足できるものでしたか。

巴

1

ゼ

⑤

④

③

②

①

強 くそう思う(非 常に良い)

やや思う(良 い)

どちらとも言えない(普 通)

あまりそう思わない(あ まり良くない)

全 くそう思わない(良 くない)
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科ll名:生 命科 学 実 習lrq矢 学 科 第1学 イF後 期 必 修)

履 修 者数:91配 布 数:901111収 数:901111収 率:100.0%

*評 価結果(平 均)

川II両 引 一問3

・d
-L・ 一.・

1昌111移 汀15H冒IG

・)り りF・ 〕 【

・, .、d・,.り ・,.`

問.涌5問6問7問8

:3.94.53.94.03.7;3.84.2

間9問10問11

:3 .613.6
-一一一一L.

)
,

F
り

尋.

ゆ
一
j11口

間17.「 結j!81　　　モ　　 　

:3・8i
.3・5

*評 価 に対 する コメン ト

生命科学実習Hコ ・一デ 梓 一ダー 本 間 龍 也

教 室 の 教 員 移 動 等 が あ り ま1.た が 、 全 体 と/.て 、 前 年 同 様 の 評 価 を 丁1{き安 堵 し.て い る と こ ろ で す 。 特1・二、

実 習 ス ケ ジ 」,-1レ 、 配 布 資 料(テ キ ス ト)の 面 で 評 価 さ れ プニこ と は 、 こ れ まで の 改 善 努 力 が 報 わ れ た も の と

彦 ♪～.ま一lr、,ただ 、 、`こ に は 示 さ れ1て『お})ま せ ん が 、 そ一れ 以 外(ノ)点 ーで、A組 に 比 べB糸 「1.で低 い 刮三佃iを 得 た ∫r〔目

が あ 、た の が 気 に な り 、長L.た 、,こ の 科 目 は 、 前 半qO月 …11月 〕 にA組 、 後 半qllレ ・11PにB組 を 指 導

[て い:kす 、,IlrJ内容`わ 実 習 ラ ー マ 、 同 程 度 〔わ レ ポ ー ト提 川 牟 義 務 づ1ナ て い る に も か か わ ら ず 最 ノくで 〔),5ポ で

』、1・(ノ)差が')い た 」貞目 が あ り 主Lた 。 教 員 側 は 、 前'F、 後 半II・」じ 、Lう に 指 導L.て い る つ も り で ず か 、 指 導 、＼

れ て い る 側 に は そ う は 映 ら な か っ た と い う こ と を 示 唆 し.て い る と 思 わ れ 虫 β一。 今 後 は 、 今 ま で以Lに 一 拘'ト

と 後1地)指 導 方法 に 気 を 配 りな が ら実 習 の 改 論 に 努 よノ)てい こ う と 杉え ま す 。

欄. :1騨 蹴 蹴 襯 欄…

科・ll名=生 命科一学 実 習 冊(医 学 不こ1・第1学 年 後 期 必 修)

履 修 者数:91配 布 数:8111111収 数=871"1収 率:97,8%

*評 価 結 果(・ 四さ」)

1昌ll問2

2.91.8

馴紫

　

問3… 問l

Lil1」

口「Jl6… 「聾」17

L2「
.L2

問5川6問7問8問9問1〔 〕 問11問12問1:l

I.64.Ol,23.84.ll.ll.0:3.91.〔}

8唱

り

一,
4

*評 価に対す るコメン ト

生 命科学 実習ll1コ ー一・指 一r-7一 高 橋 龍 尚

18年 度はA組 とB糸[て 項 目ご と4)評f曲 が大 きく違 う点が特徴でL.た か、 今fr度 は両組に,ヒる評佃i差は1よほ

な くな りましたり 咋年度の評flliiをうけて19年 度 に改 善すべ き内容は、演習課題 を十分にて 「、るノ＼、:」ミたそれ

とは逆に演習課題ズ,∫卜分に理 解で きない 人といった極端な学 η差を どの 上一)に実習の中で 克服L.向Lさ.{± て

行 くかでLた 、,19{「・度は1≧般的 に評価 が高 く、改善効 果の表われ と杉え 虫寸.今 後 も引 き続 き、学 り差に対

応 するため実習時問内のみな らず、いつで も対応 ずる体制 を維持t.、 シニンバソ、に準L.た 標rll三的 な講義 構成 で

は対応 で きな い部分を強 化L.て 行 きたい と思 います、,
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一

(医学科第1学 年 後期 必修)

92回 収数:85回 収率:92.1%

[目け 問7問8

1.14.0

問91 問10 問11
・一二 一 一ト ニー →

1.3旨1,213.8-一

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

生 命科学実習 へrコーデr払 一7一 渡 部 剛

前年度 までの数{i問 で、 この授業評価 ての学d≡の要望に応えて ス'7・ソチな 、1'の捉 出課題 量を劇的に減 らLた に も

関わ らず、学生の 」㌦習}ltも提lllレ ポ・一トの質{泊 々低下 」ーる ワノだ,た の て、 今{1度 か ら発想 を転換[て 評価iノ∫法

を 一新[た 。 具体的には、π回の レポ・一ト提出 を廃ILし 、代わ りに実 習 各回の 冒頭 に予習の程度 を評fl咋」べこ・ための

プ レテス ト左行う」=うにLた,,こ の方法の 是非 につ いては、何年 闘か実 施 してか ら分析 ・評1面す ・(,予対{であ るか、

実習llrの学 生 からの質問`ノ)'呂はや や向一i述たLう な1-IJ象があ り、 ・定の 効果 は得 られ たのではないか 、1二考え(い る。

㎜ 灘

科 目 名:,1讐 礎 医G距実 習i(医 学 科 第2学 年 後 貝刀 必 修)

履 修 者数:101配 布 数:99回 収 数:90111叫 叉率:90.9%

*評 価 結 果 いF」どの

問1

1.1

開 口

♪
】

5

問4問5

4。6L6

問8問90塑 」 冒11
ら 　 ド 　

4・44・LL鍾
一1L:1

1』

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

基礎医学実習1コ ・デ 仔 一7一 士 田 成 孝

今年度の2年 生は新 ノτカ リキ コ ラノ、5年 日て基礎医学実習1も 咋年の反 省点 をぶ まンしてマ イナーザーTン ジを行コ

た。実習の内容の時間内己分 右'再検討1.過 度 な負担 かかからない様に変更Lた 。学 生の評価r1体 け昨年度 とほほ 同

様てあるが、例fi通 り充実Lた 実習がて ぎた もの と杉えているり指導 者数の 下足を指摘'り臨る声 もあ り、 また、 も一,

と 」`寧な指導 を望む声 も聞かれた。 教員側に も反 省すへ き点はあ るが、何 よりも学 生諸 君の 自†的 な11叉組 ゑか肝心

てあ る'liを これか らも強調 してい きたい、、全体の枠組み としては固 、長・・た といえ 上うか、映 像機岩}の使用の充実 を

今後の第 ・の課題 と["1:生 自身 の動機付け と実習 全体のH標 達成 に向け て、 さらに⊥ 掴 てい きたい。
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科[名:人 間科学実習(看 護学 科第1学 年後期 必修)

lf豆修者数:60配 布数=59回 収 数:57回 収率:96.696

*評 仙結 果(平 均)

問1 問2 凹3
…問4問5

1
3.84.5

1⊥
2.9

問11

1.9 1.7

問15 問16

1

問171問18
1

4。03.713.1 1.0 Ll

問6

【
'

-
,

問7問8

3.931
8問9-丁 問1・ 問 口 問i2

:3.9

簡

:1
!IL

⊥:ヨ,1・II
3.8

問13

1

*評 価 に対す るコメン ト

ノ澗 科学実習 コーデ 仔 一7・ 一 林 要喜知

今イr度評fllliの平均 点(問4へ18)は3.82て 、 昨 年 とはば同L(3,78)で あ 一}た。評価項 目別では、「(Dレ ホ・一卜

量 や提 出期限 が適 切であるか(問B=3.D、(2)学 習 意欲 を増 ず内容 であ ったか(問14=3.4)1か 低 い評価 てあ ・、

た。学生のIL体 的 コ ズン トでは、「(1)にk覗.て は(試 験 前び)、'ともあ り)レ ポー ト量が 多い、(2)は 事 前に資料 か

渡 されて いない。 また レポー ト点検の流れがわ か りに くい。1こ とに対す る下満 があ 一・た、,比較的 高い評価 右・得 た

ものは、1(5)お お むね ス与ジ ゴ ・ル通 りに実習 がな された(間5-1.5月 て あった。 この 、二とから、実習1》体の 内

容や計画には ・応の,1、F価があ り、教育H的 はほぼ達成 された と考え られるQ今 後 は、資料の'111而配 イ11に'一)と・め、 レ

ポー トの分 鼠や提 出時1り1なとを ξ慮[.た い と考えてい る、 さらには、学 牛に添 削に よる レポー ト点検の意味 右昌理解

Lて もらえるよ うに努 りする必要性がある と考えているり

(

、圏1 燃臓

科 目 名:基 礎 石護技術学1(看 庭学科 第1学 年通年 必修)

履 修 ～楼女:61配 布数:611111収 数'58回 収 率:95,1%

*評 価結 果(平 均)

Lo」 ⊥旦

*評 価に対する コメン ト

問・ 通7澗 ・

升 田 由美子

授業 全体の満足度が4.2(昨 年 度3.8)で あ り、おおむねkい 評 価で した。Lか しながら、 今年度の授 業評価て 目

立 ・,たのはi指 導 教員による指導内容の違い」であ り、問7・8の 評価 が3点 台でLた 、,自由記載に も・'の点 を指

摘一4る内容 が複数あ り三した。 表現の違 いに よコて指 導内容か 異なる メー受け止め られてい る場 合もあるか と思 いま

すが、演習 におけ る指導内容 を貞埜に振 り返 ってい ます.ま た、19年 度 の新 しい取 り組み として、技 術チ ェ・ソケ回

数を増や しkり 効果的 に技術習碍が図れ る上うにL.ま した。 皇た、実習室ア ワーの回数 も増 やLまLた 、,実習室

アワ・一は 好評 で したの で、次 年度 も継続 します。 この科 〔はほ とん どの学生か1度 も休 雲ず、熱心 に看護技術の習

得に励 んてい 圭Lた 。実践 に即Lた 看護 技術 をこれか らも教授 すべ く、今 虫で以上に教 員間の連携 を図 りた いと思

い 上ず。 教員に 上一、て指導1ノ蛭詳が違 うと感Lる ご とがあ ・・た らす ぐにお知 らせ くだ さい、,

(
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科[名:生 体観察 実習(石 護学科第1学 年後期 必 修)

履修者数161配 布数:61回 収数:361ui収 率;59.0%

*轟 、F価糸i㌔果(平 上≒ヲ)

問1 問2 問3

4.5

問4

4」3.7 4.8

幽 鷺聞膨

問5 問61問7 問8

・1.0

問9

4.14.3 1,・i4.2

問18

11

遵墨±鴨1

*評 価 に対 するコメン ト

生体観察実習 コ・一デ 律 一 ター 岩 元 純

生体観察実 習は、5項Hの 解剖 ・生理学 の実習(演 習)を 行う科Rで 、学生の参加 ・学 習意欲 と、教 員の熱意 ・

創意 丁たが必 要な科 目てす。 各先生方には、本年度 もその 深い学識 と教育能力 を発揮 していただ きまLた1.、 学 牛

さん達 も、 大多数の 人た ヒ・は実習 を楽 しん でいたよ うに 見受 け られまLた 。その結果 が、総 合評価 で4.1と い う合

格点 を頂戴Lた こ とに表れたの だ と思 い ます。特 に、教 員達 の指 導能 力への評fllll4.2、学 習欲 をか 、∀ こてたか とい

う質問 には 、4.0と い う点(実 際は約4割 が5点 満点 を くれて いまt一た)を いただ きまし、たのて、 今後 の励 みにな

り虫した.次 年度 も、実習 を興味深い ものにLて い きたい と思 一・て い ます。 ただし、 この種の評価 では、常 に数 名

の 人がかな り厳Lい 評価(1-2点)を つけている ことも'1}実です。で きるだけ 、すべての学牛諸 滑に教 員側の熱

意 が伝わ るように努力を続けてい くつ もりですQ

闇灘 燃闘燃 撒凹購 繊■憩 膿■囎 繊■殿 繍■蹴

科 目 名:実 践 看護技術学(看 護学科第3学 年通 年/必 修)

履修 者数:70配 布数:70回 収数:70回 収率:100.0%

*評 仙結 果 いF均)

1里

陛

問4

4.3

問17

4.2

問5

4.2

問6 問7 問8

±⊥ 」_⊥Ll-4・1

問9

4.3

間10

4.2

問ll
1問12

3.5 3.9

問1:3

4.0

*評 価 に対す るコメン ト

実践看護技術学コーデ でネー弘 一 服 部 ユ カ リ

学生の自己評価3項Hの'F均 は4.5で あ り、例 年通 り自己評価は高い。

演習計画の5項 目の平 均は4.1で 比 較的高 かった。

演習内容6項 目の平均は4.0で あ り、 この中で最 も低かったの は、例年 と同様、技術の習得に関す る項 目で3.5で

あ 一、た。 この科 日は6領 域か ら成 り立 ってお り、時間数は領域に より異な る。技 術の習得にかけ られる時間 数の差

かあ ることも評価の低い理由か もしれないの で今後検討す る必要があ る。卒業牛の看護実践能 力を向Eき せ るこ と

が、看護 系大学の教育の大 きな課題であ り、 本学で も同様であ る。 今後 さらに この点について改善 を図る必要 があ

る。

演習環境 の3項 目の平均は4.1で あ り昨年度 と同様であ った。

全体については1.1で あ り、昨年 とIllj様の傾 向で、この科 目の評価が定 まって ぎた ことの現 れ と7菌 上う、、
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あなた 白身に ・いC

眠
聴

・

、

臨地看護学実習企画に対する学生評価

問1

問5

問6

問7

問8

問9

問lo

問11

問12

問1:3

問11

問15

jl6

ウ

】

実習はお おむね スケジコー ノレに沿 一・て行われ 室Lた か。

学牛数に対 して指導教 員数 と実習指導客数は適切てLた か、,

」旨・尊教 員,ト実 習」旨」尊者(ノ)」}紅拶餌よと才1てい 虫Lた かQ

実 習の内容は、関連 する講義科 目と対応が ど才1ていま した かり

受け持ち愈者 の石護の難 易度(コ ミコニ ケー シrン も含め て)は 、適切 で

したか。

看護過程について、指導教 員や実習指導 者か ら適切な助[か 得 られ 且 たか。

石護技 術を実践d一る機 会が 多く与一え られ 主したか、,

カ ンソ ァレンスで イ1意義な討議 ・討1論か行われま し.たか、,

課 さ才げ:実 習 記録 ・レポー トなFの 吊は適 切で したかQ

実 習によ一・て看護職 名をめ ざす意欲が ト分に高ま りまLた かり

実 習場の設備 ・機 材 ・用具 ・物lll㍉等 は必 要 卜分な質 と甲でLた か。

安 全に対する適 切な指導 と配慮かな されてい ま[た か.

学 生の人権 に対す る配慮がな されてい よしたか。

この実習 は全体 と[て 満足で きるものて したか、,

強 くそ う思 う(」 卜常 に良 い}

や や思 う(良 い}

と ら ら と も 日 え 為2

潮 上 り そ 幽)思 わ な

全 く'芝'・)思才)境に～・

い(1午 通)

㌧(あ 」ミり 良 くな い)

良 くな い)

灘 灘

科 日 名:基 礎 石護 学 実i牟1(石 護i学 科 第1学 年 後 期 必 修)

}霞"萎者凌女:60西 己イ1∫委女:591日 叫又委女:591口 叫又2率:100.0%

*,ゴFfrlii糸1㌔ 果(・iえ 」呑」)

問1

1.1

ll川

L5
L

♪

】 ll「14陥1問6問7問8問9問10聞ll

1。5LらL2

問12問1:i

1.3-1.14,34.34.23.9 1.1

*評 価 に対 するコメン ト

基礎 看護学実 習コ・デ 律 ・一タ・ 一 條 明 美

今fl度 は この実習に つい て2つ の新 しい取 り組 みを しました,,ひ とつは実習1貯期 を1月 卜句か ら10月1国 リに変 更

[た こ とCす 、,感染症 な との影響 で実習 スケシュー1いノ)変更を余儀 な くされた経験 か らの変 更で一llが、実習は1り定

通 りに進み効 果があ り 奴 た。 皇た、実 習する病棟 に1=,て 見学 ・体験で きる召護技術の内容 ・II・1数にバラ',き か

あるため 、体験 表を用い学 生個 をの 見学 ・体験の状況 を 」賄 しよLた 。 昨fl度 は3.5だ コた問10(行 護 技術 を体験

する機 会が%く ケえ られllLた か)が 、 今でr度はL3と0.8ポ イン ト上 冒し、効果が 見られ ました。 しかt、 実習喝

期が ㌧喉 ・た ごとで木習の 石護技 術を 」己学 ・体験 ずるこ とにもな り雲ず。 この点につい て今後、臨時実習指導 者と

連携 を深め 上り」二い実 習になる 」二う取 り組みたい と思い 上ず。

(
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科 目 名:看 護過穫論実習(看 護学科第2学 年後期/必 修)

履修者数:59配 布数:54回 収数:49回 収率:90.7%

*評 価結果(平 均)

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13

4.7 4.7 4.6 4.4 4.2 42 4.3 4.1 4.3 3.6 4.1 3.7 4.1

問14問15問16問17問18

4.24.34.24.24.2

*評 価 に対す るコメン ト

看護過程論実習コーディネーター 升 田 由美 子

実習全体に対する満足度は4.2で あ り、実習によって看護職者を目指す意欲が高まったかという問13も4.1と 比較

的 よい評価でした。実習によいイメージをもつことは今後の学習動機づけになると期待 しています。看護技術を体

験する機会は昨年度に比して⊥昇し、実習 目標の達成に効果的であったと考えます。記録物の量について、一部の

学生から 「教員により課される量 ・期限が異なる」という意見がありました。記録の内容 ・量はある程度統一され

るように事前に打ち合わせを行っています。しかし、受け持ち患者の状態や特徴の違いまたは学生自身のレデ ィネ

スの差によりまった く同じ記録量にすることは不可能です。 多くの記録を再 き、綿密な初期計画を立案した学生は

より多 くの学びを得たと考えます。大学で学ぶ姿勢を今一度考えていただきたいなと思います。担当教員によって

実習内容 ・指導に差があったという指摘もあ りました。今まで以上に教員間で連絡を取 り、実習が円滑に進むよう

に努力したいと思います。

■■■獣 撒棚 ■■■■融 ㈱1凹■■■圏繍 鮭櫓■■■■闘齢}簾 口■■■■蹴 ㈱■■■■■撒 欄■■■■口劇 懸■■■

科 目 名:地 域保健看護学実習1(看 護学科第3学 年後期/必 修)

履修者数:61配 布数:61回 収数:61回 収率:100.0%

*評 価結果(平 均)

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12

一一-}

問13

4.8 4.8 4.7 4.6 3.8 4.1 4.4 4.1 4.0 3.8 42 3.7 4.0

間14問15問16問17問18

4.04.34.14.2

*評 価に対 するコメン ト

地域保健看護学実習1コ ーディネーター 北 村 久 美 子

実習の目的は、地域で生活している人々を対象 とした看護を体験し地域保健 ・看護活動を実践できる基礎的能力
を養うことである。本実習は、3学 年後期IO月 、11月 にわたる大学近郊の市町村役場 と市内の訪問看護ステーシ ョ
ンでの実習である。
市町村役場の実習は、上川町 ・当麻町 ・東神楽町 ・鷹栖町 ・上富良野町 ・富良野市でした。訪問看護ステーショ
ンは、例年受けて頂いている市内の5施 設であった。講義 ・演習 ・実習を一貫させた教育プログラムの基に、看護
技術演習、学生個々に実技試験を実施し、実習地に事前に出向き町の地区視診(地 区診断)行 った。教育体制 とし
て恒例の実習指導者 との実習評価会と実習打合会議を行い教員と実習指導者 とで綿密な実習準備を行った。
今年の学生評価は、昨年度 と同様の4.2点 であった。問1「 事前に配布された資料を読む、予習をしましたかな
ど」、問2「 実習に積極的かつ真面 目に参加しましたか」のいずれも4.8点で、学生は意欲的に実習に取 り組んでい
たと思われる。3月 に実習指導者と実習評価会議を実施した。その際、グループで取 り組む 「健康教育」は、どの
実習先でも住民さんにも好評で指導者からも高く評価されていたが、学生個 々においては、コ ミュニケーションが
課題になることなどが話題になった。実習評価会の結果を次年度の実習に生かし、今後 も学生にとって有意義な実
習をめざしたい。

一27一
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科 目 名:地 域保健看護学実習 π(看 護学 科第4学 年後 期/必 修)

履修 者数:69配 布 数:57回 収数:57回 収率:100.0%

*評 価結 果(平 均)

問1

4.5

問2 問3 問4

4.5 1.1 4.1

問15問14 問16 問17

3.R:3.K :3.9 1.0

問5

3.fi

問6

4.3

問7

L2

問8

3.5

一
問9問10

遡

「

1
問11

4.0

問12

3.6

問13

.3.5

問18

*評 価に対 するコメン ト

地域保健看護学実習nコ ーデ ィネ・一ツー 北 村 久 美 子

N的 は 、公衆衛生行政機関 としての保健所の機能 ・役割 を学ぶ とともに公衆衛牛 にか かわ る看護職 の機能 ・役割

を理解す る、である。実習施設は、北海道 庁か ら占い渡 された上 川保健所 と富 良野保健所 と初めての実習 先とな っ

た旭川市保健 所であ一,た。 今f「度 も、保健所の実習指導 者に大学 まで来て頂 き打 合せ会議 を開催 し、、その後 も詳細

に連携 を取 り実習準備 を行 った。昨年作成 した実習マニ ュアルに基 づ き学 生が実轡 に興味 ・関心が持て一L体的に取

り組め るよう一r.し た。

その結果、18年 度 と比較 しほ とん どの項]は 例年通 りであった。学生 自身の 準備の状況は高いU指 導体制 として

教員 ・指導者数の数 は足 りないが、連携は よ くとれている とい う評価 であうた。指導者や教11か らの適 切な助言に

ついては 、4 .0で 概 ね よか った.カ ンファランスが有意義 だ 一・た とす る学 生 も増 えた。低 い項 口は、看護 技術体験

の機 会で.3.0!x;で あ ったが、昨年 よりわずかに上 が・・た。 十'体としての満足度は3.8点 で あ一・た。学生の 多 くは看護

師就職 希里名であ り保健師活動 に関心 を向け ることは、例年 並 人抵 のこ とではない。3月 に実習指導者 と実習評価

会を行った。学 生に とって満足感が得 られ有意義 な実習 であ るよう工夫Lて い きたい。
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医大祭2008が 開催されました

,F1'...'凡.....'.辞...

...1幽1.1.習1...駄F.1...圏..

.L叫

翫.

ド肝 阯

去る6月13日(金)、11kJ(⊥)、15日(日)の[程 で、

本学の 大学祭である 「医 大祭2008」 が 開催 されま した。 争回

は 「SllllRiselと 題 して新 しい旭川医科k学 を周辺の住民の

皆さんに知っていただこうというLに より開催されました。

般 公開日である十曜口はあいにくの曇 り空ではあ りました

が、 尺勢の)k場 者が朝早 くか らブリ・一マ・一ケッ トや模擬店に

来 られて大変盛況で した、特にゲームコーナーでは、小 さな

お客様がベ ットボ トルをピンに見、`11てた ボーリング??や 輪投

げに挑み 大きな歓声を ヒげていました。恒例の音楽系団体に

よ りよす医大祭コシサ ートは、 合唱部のコンサー トが看護学

科棟大講義室を会場 に開催 され、室内合奏団のコンサー トが

病院玄関ロビーを会場に開催されました。それぞれの会場で、

その歌声と演 奏に沢lllの聴 衆が集まり心癒 される ・時を過ご

していました。 また、医科大学という特性 を生か した 「医学

健康ひろば1に は 老若男女沢【llのノjflが救 命救急講習、健康

チ[ッ ケコーナー、妊婦 ・老人体験 ・逆転めがね体験コーナ

ーにてテーマに沿った医大祭を体験 されていたよ うです(メ

タボチ].ッ クというσ)もあ りましたね)。 午後か らは、テ レ

ビの 辛ロコ ス〉テ・一ター としても活躍 している映画監督の井

筒和SICに よ ります学牛との対話形式の トーウシコーが看護

"

学科棟大講義室 にて開催 され、 向ヒ時間を1時 問もオーバー

するという展開で 大いに盛 り トがっていました。夜は恒例の

花火が打ちLげ られ医大祭の夜を華やかに彩っていました。

翌 「1の最終[は 、第7講 義室 において麻酔蘇生科学講座講

師の間宮敬子先生によります 「漢方 ってなんだろう?へ 占く

て新 しい漢 方のスス メ～」と題 した医大祭ならではの公開講

座が開催されました、,前日に続 いてブウスアンサ ンゾルによ

ります医大祭コ〉サー トが学生食堂で開催され沢lllの聴衆が

訪れ、その演奏に聴き入っていよした.ま た、体育館にて恒

例の 「お笑いラ でブ20〔〕5」が開催され沢山(/)iT場 占で盛 りL

が っていた と思います??な お、 肖」空のもと気温 もトが り模擬

店やゲームユ ーナ・一には沢山の来場 者が来られたのは高うま

で もあ りよせん.そ んな中、国境な き医師団のパネル展示コ

ーナーや顕微鏡コーナーで小学生ぐらいの男のrが 真剣な顔

で目を輝かせていた姿が印象に残りま した。最後にな ります

が、 各学生団体や実行 委員会並ひにスタッフが、いろんな イ

ベン トに ・生懸 命に努 ノJしていた姿はすば らしいと感 じまし

た。来年 も、今年以Lに 地域に開放された 大学の姿を%Lせ る

ことがでざる医大祭をH指 してほしいと心から願っています,,

(学牛 芝援課)
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7fl4日(金)～611(IDの:iH問 のH程 で第:):)回(平

成20年 度)北 海道地区大学体育大会(以 ド1地 区体1と いう。)

バ スケットボール大会が旭川市総ii体 育館 と竣瑛町スホーツ

センターの2ヶ 所を試 合会⊥易として開催 されました.今 年度

より3年 閲はバ スケ ットボール(男 女)が 本学の分担種〕と

なっております。開催期間巾は連 日30℃ 近くよで気温が.ヒが

り各会場のアリーナ内の室温は一to℃近くまで達するほ どの高

温多湿の試合会場となのました。特に最終口であるfi口qD

に行われたリlxの 準決勝 ・決勝の試Gは 外の気温が33C以 ト

となったこともあり、t>bllした 各大学の選手も汀だくで試 台國

に奮闘 しておりました、,そのような熱 い(害 い)闘 いが繰O

広げ られた大会ではありよしたが、開催 中はkき な 「1ギ故 もな

く無事に終iし た ことを併せて報告 します。

なお、来年度の 「地区体1は,本 学が'11番大学 とな り分担

種目であるバスケットボールのほかに陸上競技 ・卓球 ・柔道 ・

硬式テニス(末 定)の ・1種目を開催するN!Lと な 一.・てお のま

す。開催種目とな って いる競技の学生団体に所属している学

生はもとよ り、当番大学として所属以外の学生並びに教職員

の皆様にも協 りをお願 いする ロ∫能性がありますので、その際

は、よろしくお願いします。

(学生支援課)

、ドぎ

残 』
凸 ㌔い ℃いu、 君 職 、～、い ～「℃ 、冗い い いPu、 い い 、LP」 、」も 昌 、u、 い[い 、、い 噛 、、h」 ℃b、 ℃

サ夢ごゴシサご 彌 催ざ流る………………　帳
℃い

、Lい い 、い ・rい い 、いL、 覧、い 覧い 唱,い 、、、、、馬ト剛 監、、、、い 、M皆 ㌦、、、い い ・ 鴇い い1h」'瓦 い い ～い 、、、 、 ℃L～ 、h」 い ℃

合1唱 部 「サ マ ー ・コ ンサ ー ト」

7月19日(1:)午 後3時OO分 よ り、病院玄関ロビーにお ざ

まして 「2008年度旭川医不斗大学F†唱部サマー ・コンサー ト」

が開催 さ$1ま した。 今回のコンサー トは、春から夏を連想 さ

せる合ll昌曲 ・唱歌に加えてポ ップスt"i5め た 令12曲 が 演奏さ

れよした.入 院 されているノ∫々 をは じめ来場 された方 々が暑

い夏の ・時を涼 しい歌L」nに耳を傾けていました。

ギ ター 部 「サ マ ー ・コ ンサ ー ト」

7月21日(1J)午 後6時lii/よ り、病院玄関r」ピーにおき

まして、本学ギ ター部によります 「サマー ・コンサー ト2α陶

が開催 されました、,このコンサー トは、キ ダーの ドf色と歌声

で 入院 されている方々の暑い夏の夜を少Lで も安 らぐよ うに

と企1由iされたものです。当目は、休 目の夜にもかかわらず近

隣からも多数の方々が 来場され、 全12曲 にわたる演 奏に沢lll

の拍 手が贈 られて いました。
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音楽系4団 体合同演奏会 「音楽のタベ」

7月`L6口(土)午 後1時30分 よ り、病院玄関ロビーにおき

まして本学 音楽系4団 体によります合同演奏会 「音楽の夕べ1

が 開催 されま した。

このコンサー トはギター部、 合唱部、室内合奏団、ブラス

アンサ ンブルが 自分たちの夏休みのひと時 を利川 して人院 さ

れている方々に癒 しと安 らぎの時間を提供 し日頃の練習の成

果を披露する場 として病院職 員の方 々のご理解 とご協 力の も

と毎年開催 しています。

1.嚇麟驚部
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合唱部

本年は合唱部が責任団体 とな り早 くか ら開催に向けてボス

ターな どの準備をしていました。 当口は、土曜 口の昼間 とい

う忙 しい時間帯にも関わ らず入院されている方々はもとより、

お見舞いの方々や近隣の方 々が 大勢來場され、それぞれの団

体の趣向を凝らした演奏に対して掛声や 千拍子、そ して沢山

の拍 」三にて盛 り トげていただき、夏の[」のひ と時を楽 しんで

いただいたようです。

室内含轟働.

輔0凹 「

⊥顧
ノ"

㌔ノ㍉ レ

げ
/'∀1

ほ

「.㌦ 議 一

ワ 、 『

',・ ・

蝋

亀隅鵡曾惑 ㌧鐵
.

灘 國
臓

ド 仲

胃翌 ・1

__畦.胴 、

》 覆

'

鰐蝋 響 幽臨 一.

膚

6

..会場風景 ブ ラ ス
アンサンブル

羅謙 蝶
継

'
/謎

7.4 一

脇

礎

卿
勘

.
尉

,

麟

炉

、

・婁

/

幽
趣

鰭

ノ

詑
毎

、灘

!

蟹

欝

・

講

唱
,

〆

風
搬

響

/

・

へ

麟

.隔

.
曜
《

h"

帆」

、 「

:≧2



体育大会が開催されました

夏休みも終わ り急に季節が秋めいてきた8月27日(水)に

体育大会が開催 されました。今年の大会は、恒例のバ レーボ

ール、バスケッ トボール、 ソフ トボール、サ ッカーに加え新

たにハン ドボールが企面されました."S日 は 、天候が悪 くソ

フトボールが中止となりましたが、体育館 にて開催 され まし

たハンドボール、バ レーボール、バスケットボールには[頃

の運動不足やス トレスを解消するかのような熱戦が繰 り広げ

られました。

▲ハ ン ドボール ▲バスケットボール

また、午後か らグラウン

ドにて開催 されたサ ッカー

も雨の中、熱いゴールを決

めた姿 に、 日々の勉強や前

期試験週 に挑む意気込み を

感 じました。

懸 『単...

▲バ レーボール

.〆

//

▲ 「シ ュ ー ト」

▲ 「ご～ る!!」

平成20年 度解剖体慰霊式が9月17日(水)午 後1時JU分 よ

り木学体育館において執 り行われました。

慰霊式においては、本学学牛等の教育及び学術研究用に尊

い遺体を提供され、医学発展の礎イ1となられた方々の精霊の

御,:i,,,,に対 して,ご 冥福をお祈りするために黙とうが捧げ られ、
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▲ 学長からの 「追悼の辞」

マ

引き続き吉田学長 と学生代表(医 学科第3学 年 卜澤 幸チ)か

ら追悼の辞が述べ られま した。

その後、御遺族 と御來賓の方々並びに教職 員、学生の代表

か らの献花が捧げ られ、亡 くな られた方々の御遺徳を偲びご

冥福を祈念 しました。
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▲ 学生代表からの 「追悼の辞」

.這

、

a'

豪
」

袈
耽

傭

評
,
喬
,
げ
'

▲献花を捧げる吉田学長

ご存知のとお り8月1日 よ り大学 内が土足解 禁と

な ってお ります。それ によ り外靴での 大学 内の移動

が 可能 とな りま したが、体育館(更 衣室、 トレーニ

ングルーム含む)の よ うに場所 によっては以 前と同

様 に土足厳 禁のエ リアがあ りますので注意 して ドさ

い。

また、以 前に増 して天候が悪 い口な どは廊下が汚

れて滑 りやす くな り転倒事故が発生す る可能性が 多

くなる と思われ ます ので、 各人 口にあるマ ッ トで し

っか り汚れ を落 と してか ら移動 して下 さい。

:3;3

なお、 シュー ズ ・ロッカーが撤 去 され た ことによ

り(そ れ以前か らですが)部 活 動等で使用す る と思

われ る運動靴が学生玄関 ロビー等 に放置 され てお り

ます。心 当た りの学生は速やかに 自分のロ ッカーに

収納 して ドさい。 大学内にお いて入学試験等 の行事

が ある場 合に会場設営の時点で放 置 したままの運動

靴等はゴ ミとして撤 去 ・廃 棄 とな ります。

その場 合、大学では ・切対応 しませんので1固々に

責任 を持 って管理 して下 さい。

(学生x課)
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教 員 の 異 動

医学部法医学講座

病院周産母子センター

病院予術部

病院呼吸器センター

医学部物理学

医学部生物学

病院第一外科

病院麻酔科蘇生科

病院第一内科

医学部放射線医学講座

解剖学講座(機 能形態学分野)

社 会 学

病院第一内科
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今年の医大祭 も例年 に勝 る とも

劣 らない盛況 とな りました。 その

こ とは も ちろん うれ しいの で す

が、 今の感想 としてはそ れ よりも

、 無事終 え るこ とがで きた というこ
"と にほ

っ としてい ます。

今年の医大祭 はテーマをrSun-

rise」 と設定 し、地 域 に根 ざ し、新生旭 医にふ さわ

しい医大祭 を 目標にや って きて、私個人 としてはそ

れを実現で きたのではないか と思 っています。お祭

であ る以 ヒ、 多 くのノ∫々にお越 しいただ いて楽 しん

でも らいたい とい う思 いがあったので、宜伝、広報

には とくに力を入れたい と考えてい ま した。様 々な

トラブルが重 なってポ ス ターの作製が予定 していた

よ り遅 くな り、 多少の不安はあ りました。一般 公開

初 日の土曜 日は 犬候 も思わ し くなか ったのですが、

口曜 口はそれ を挽回す るかの ような快晴 で、開始 か

ら終rま で とて も多 くのお客 さんで に ぎわ って い

て、 とて もうれ し く思 った ことを記憶 しています。

反 省点 もあ ります。 我 々実 行委 員会の管理不行 き

届 きの 責任 とい えるような トラブル もい くつか発生

し、未然 に防 ぐこ とがで きなかった こ とが とて も残

念です。 また、私 自身 医大祭のすべての段取 りを完

全には把握 してお らず、種 々の作業 に遅れが生 じて

しまい、結果的 に後片付けが深夜 まで及んで しまっ

旭川医科大学大学祭実行委員会

実行委員長 佐 藤 雅

た ことは深 く反省 してい ます。 来年以降の実 行委員

会には こうい った反 省点 を是非汲み取 って、 トラブ

ルのな い医 人祭を 目指 して いただ きたいです。

実行委員会の仕事 は確 かに大変で、 とて も根気の

要 ることではあ りま した。 しか し、 この仕事 を通 し

て しか経験 で きない貴重な体験 をい くつ もさせて も

らい、いろんな ノjhに お会い してお話 をさせて もら

う中で、将来医療 に携わ るもの として、 そしてそれ

以前に一 人の 人間 として、少 しで も成 長で きたので

はないか と思 い ます。

最後 にな りましたが、実行委 員会、学生 支援課の

皆様 をは じめ 、医 人祭 を成功 させ るために協 刀して

くだ さ・)たすべての方 々に感謝 いた します。
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